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0.1 A以内でご使用ください。 (黒)

サブウーファー接続コード (15 cm)
S.W OUT

端子を切り離す

 圧着式コネクター

すべての配線が完了し、接続を確認した
あとに差し込んでください。

リバースコード
(紫/白：6 m)
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 圧着式コネクター
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バッテリー車体

リバースコードを接続する

車のシフトレバーをリバース(R)に入れたときに点灯するバックランプ (後退灯、透明のレンズが
付いたランプ) のプラス線に接続してください。

 車速信号中継コード (桃色：1.5 m)
車速信号コード 
(桃色：15 ｃm)

エンジンコントロールコンピューターユニット (ECU)

あまったコードは
切らずに束ねてください。

SIDE BRAKE

SPEED

 圧着式コネクター

車速信号コードを接続する

サイドブレーキコードを接続する

車速信号取り出し箇所は、車種・年式・エンジン型式によって異なりますので、お買い上げの販売店
にご相談ください。必ず、付属の車速信号中継コードを使用してください。

この部分は回路保護部品です。
切り離したりせず、必ずこの状態のままで車速信号取り出し箇所の方向に接続してください。

サイドブレーキコード
(若葉色：1.5 m)車体 サイドブレーキ

スイッチ

 圧着式コネクター

サイドブレーキが解除のときに車体にアースされていない方へ接続してください。

サイドブレーキコードは必ず接続してください。
正しく接続し、サイドブレーキを引いていない場合には、操作が制限されます。

リバースコードは必ず接続してください。自車位置が正しく表示されない場合があります。

端子を切り離す

端子を切り離す

別売 パワード・サブウーファー/
センタースピーカーキット
(CJ-PS1200KD)

センタースピーカー

RCA分岐コード

スピーカーコード (センター)

サブウーファー

(黒：20 cm)

(黒/緑：20 cm)

(赤)

(白)

(黒)

(黒/緑)

外部アンプコントロールコード
(青/白：20 cm)

センタースピーカ－
延長コード

AMP CONT MAX 0.1A AMP-CONT

CENTER

● 使用しないスピーカー
のコードは、先端をビ
ニールテープなどで
絶縁してください。

● 最大入力50 W以上の
ハイパワー用で、イン
ピーダンスが4 Ωから
8 Ωのスピーカーを
使用してください。

● 接続したスピーカーに
合わせて「スピーカー
設定」をしてください。
(取扱説明書「ナビ編」)

GPSアンテナのコード 

電源コード
　 (インダッシュ
　  モニター用)

電源コード
　 (ナビゲーション
　  本体用)

音声コード

地上デジタルチューナー
 　接続ケーブル
 　（ナビゲーション本体側）
RGBケーブル

地上デジタル
　 チューナー接続
　 ケーブル
　 （地上デジタル
　 チューナー側）

リヤ用地上デジタル
 アンテナコード

地上デジタルアンテナ
　  コード

■ロック付きコードの取りはずしかた
矢印の方向に押しながら、取りはずし
てください。
●		無理に引っ張ると、破損することが
あります。

●		必ず、ロックが解除されていることを
確認してから取りはずしてください。

お願い
●	コネクターは確実に差し込んでください。
●		コードは高熱部や車体の金属部との接触を避け、コード
クランパーや市販のテープなどで固定してください。

●		ETC車載器接続端子に、モバイルコミュニケーション
ユニットやマルチメディアハブなどは接続しないでく
ださい。接続しても動作しません。

●		ヒューズが切れた場合は、お買い上げの販売店、または
お近くの｢サービス相談窓口｣にヒューズの交換を依頼
してください。

●		圧着式コネクターは、指定の箇所以外に使用しないでください。
●		キャップ付きのコードは、使用しないときはキャップ	
をはずさないでください。

●		ノイズ防止のため、TV・FM多重アンテナのコード、車の
ラジオアンテナのコード、GPSアンテナのコード、電源	
コードはナビゲーション本体や他のコード類からできるだ
け離してください。また、束ねたり重ねたり交差させたり
しないでください。テレビ、FMラジオの音声に雑音が入
る原因になります。

●		地上デジタルチューナーをシート下などに取り付ける場合
は、シートの移動・調整をしてもコードやコネクターに	
負荷が加わらないように配線してください。誤作動・故障
の原因になります。

リヤビューカメラを接続できます。

品番：CY-RC50KD ( 例 )

料金所でETC拡大図を表示したり、料金履歴を確認できます。
●		別売の ETC 車載器 (CY-ET907D/KD/CY-ET807D) のほかに、ETC 車載器接続 

コード (CA-EC31D) が別途必要です。

別売 品番：CY-ET907D ( 例 )

接続する各機器の説明書も、よくお読みください。

●		電波不透過ガラス装着車両では、電波ビーコンが受信
できないことがあります。販売店にご相談ください。

●		赤外線反射ガラス装着車両では、光ビーコンが受信
できないことがあります。販売店にご相談ください。

電波/光ビーコンからVICS情報を受信できます。

別売 品番：CY-TBX55D

iPod を接続し、音楽を楽しめます。（ 取扱説明書「ナビ編」）
●		Bluetooth ユニット(CY-BT200D)を本機に接続している場合、iPodは接続できません。
●		iPod のほかに iPod® 用インターフェースケーブル (CA-DC300D) が別途必要です。
●		本機と接続中は、iPod 本体では操作できなくなります。
●		本機と接続中は、iPod は充電されます。

市販

内蔵のマイクでうまく音声認識されない場合、お使いください。

お願い
●  オーディオが iPod のときに、iPod の取り付け、取りはずしをしないでください。

雑音が発生し、スピーカーを破損する原因になる場合があります。
● 運転中に iPod が動かないようにホルダーなどでしっかりと固定してください。
● iPod を車内の温度が高くなる場所に長時間放置しないでください。
●  ACC を OFF にしたあとは、必ず iPod を iPod® 用インターフェースケーブルから 

外してください。iPod の電源が切れず、iPod の電池を消耗することがあります。
● 接続する iPod の説明書も、併せてご覧ください。

お願い

●		推奨品以外の機器と接続する場合は、ご利用できない場合がありますので、お買い上げの販売店にご相談ください。

お知らせ
●		本機と接続するときは、iPodのリモコンやヘッドフォンなど、iPodのアクセサリー	
を接続しないでください。正しく動作しない場合があります。

2台目のモニターに本機の映像を表示できます。
●		2 台目のモニターに D 端子がない場合は、映像入力端子に

のみ接続してください。


